
一 般 質 問 通 告 書 
 
                           令和 8 年 5 月 22 日 
 
 弥 富 市 議 会 議 長 殿 
 
                    弥富市議会議員      板倉克典 
 
 下記のとおり質問したいので通告します。 
 

記 
 

書画カメラ  使用する ☐使用しない（どちらかにレ点を付ける） 

※通告書提出後は、議長に許可を得ること（口頭可）。 
 

件  名 １ 総合福祉センター内のサービス強化を 

質問項目 
及び要旨 
(具体的内容) 

（１）総合福祉センター内のサービスカットに関して 

① カラオケ設備のリース更新をせず、なぜ終了するか。 

② カラオケリース代金は配信もふくめて１台年間いくらかかるか。 

③ カラオケのための部屋を閉鎖後どのように使う予定か。 

④ 来年度、カラオケをリース更新し復活して。 

⑤ 鯏浦の総合福祉センターと、十四山総合福祉センターにあった電

位治療器ヘルストロンを終了した理由は。 

⑥ この電位治療器は設置当時いくらで購入したか。 

⑦ 電位治療器スカイウェルなど、新たに設置してください。 

⑧ 十四山総合福祉センターにマッサージ器の再設置を。 

⑨ 総合福祉センターの電気マッサージ器は、故障したら撤去の予定

か。 

⑩ 各総合福祉センターにある、デジタル自動血圧計は故障したら撤

去の予定か。 

⑪ 新聞、中日スポーツの購入をなぜやめたか。 

⑫ 中日スポーツの月額購読料は。 

⑬ 新聞、中日スポーツの再購入の考えは。 

(２)サービスカットの認識と未来の総合福祉センターに関して 

① なぜ総合福祉センター内の高齢者への住民サービスをそこまで削

るか。市長答弁を。 

② 福祉センターの存在意義、今後のあり方をどう考えるか。 

２



答 弁 者 担当部課長・市長 

 

件  名 ２ 校外で学ぶ児童生徒の環境に関して 

質問項目 
及び要旨 
(具体的内容) 

（１）ラーケーションに関して 
① 市内小学校全体と、市内中学校全体のラーケーションの平均取得

日数は。（あるいは平均取得率）。 
② ラーケーションの届けが児童生徒から出た場合、担任教師が学習

計画の内容によって受理しないということはあるのか。 
③ 活用する児童生徒が少ないと感じるが弥富市教育委員会独自の分

析をしているか。 
（２）不登校児童生の状況と応援の覚悟に関して 
① 小学校８校、中学校２校の各学校の児童、生徒の在籍人数を各校

ごとに答弁を。 
② 小学校８校、中学校２校、各学校の不登校児童、生徒の人数を各

校ごとに答弁を。 
③ 弥生小が２年前と比べ不登校児童数の割合が減った要因をどう考

えているか。 
④ 弥富中学校が、２年前と比べ不登校生徒の割合が減った要因をど

う考えているか。 
⑤ 不登校理由の「不安、無気力」に対しなぜそうなったか、弥富市

教育委員会ではどう分析しているか。 
⑥ 相対的にみて学級数の少ない学校より学級数の多い学校の方が不

登校児童生徒が多い傾向。どう分析しているか。 
⑦ 市内小中学校の一部に通級指導教室があるが、これは文部科学省

の調査対象となった「校内教育支援センター」か。 
⑧ 市内小中学校内に６教室ある通級指導教室の利用者数を６校各学

校ごとに伺う。 
⑨ 市内小中学校どこかに校内教育支援センターを設置する考えは。 
⑩ 令和８年度４月末現在の、アクティブに体験入室中の児童生徒を

含んだ在籍数は。 
⑪ 不登校の児童生徒を支え応援する覚悟を教育長から答弁を。 

答 弁 者 担当部課長・教育長 

 


